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あなた自身のことについておたずねします。 

 

問１．あなたの性別は。あてはまるものに〇をつけてください。 

１．男性  ２．女性 

 

問２．あなたの年齢は。あてはまるものに〇をつけてください。 

１．１８～１９歳 ２．２０～２９歳 ３．３０～３９歳 ４．４０歳以上 

 

問３．あなたの主な職業は何ですか。あてはまるものに〇をつけてください。（兼業

の方は主な職業についてお答えください。） 

１．自営業（農林水産業・自由業など含む） 

２．経営者（企業・団体などの経営者、役員） 

３．雇用者（企業・団体などに雇用されている方） 

４．家事従事者（主婦など） 

５．無職 

６．その他（具体的に：                        ）

 

問３－１．（問３で「３」を選んだ方のみ） 

   あなたの勤務形態は、次のうちどれですか。あてはまるものに〇をつけてくだ

さい。 

１．正社員 

２．パート社員 ※短期間の雇用ではなく、勤務時間が正社員より短い場合 

３．アルバイト ※比較的短期間又は雇用期間が定められている場合 

４．その他（具体的に：                        ）

 

問４．あなたには、現在、配偶者がいますか。あてはまるものに〇をつけてください。 

１．配偶者がいる 

２．配偶者がいない（離別） 

３．配偶者がいない（死別） 

４．配偶者がいない（未婚） 
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子育てについておたずねします。 

 

問５．あなたには、何人お子さんがいらっしゃいますか。あてはまるものに〇をつけ

てください。 

１．１人   ２．２人   ３．３人 

４．４人   ５．５人   ６．その他（   人） 

 

問６．あなたは、実際に何人のお子さんを望んでいますか。あてはまるものに〇をつ

けてください。 

１．１人   ２．２人   ３．３人 

４．４人   ５．５人   ６．その他（   人） 

 

問７．現実とは関係なく、理想のお子さんの人数は何人ですか。あてはまるものに〇

をつけてください。 

１．１人   ２．２人   ３．３人 

４．４人   ５．５人   ６．その他（   人） 

 

問８．あなたの実際のお子さんの人数（これからの予定がある場合も含む）は、理想

のお子さんの人数と比べていかがでしたか。あてはまるものに〇をつけてくださ

い。 

１．理想の人数と同じ、又は、理想の人数より多い。 

２．理想の人数より少ない。 

 

 問８－１．（問８で「１」を選んだ方のみ） 

   実際の子どもの人数が、理想の人数と同じ、又は、理想の人数より多かった理

由は何ですか。あてはまるものを３つ以内で〇をつけてください。   

１．親と同居をしているため、子育ての協力が得られるから。 

２．親と同居をしていないが、子育ての協力が得られるから。 

３．配偶者の育児・家事への協力が得られるから。 

４．家族の絆や幸福感を持てるから。 

５．兄弟姉妹がいた方が、子どものために良いから。 

６．子どもの医療費助成や保育料の軽減など経済的支援があるから。 

７．子育てと仕事の両立に対して、職場の理解があるから。 

８．その他（具体的に：                       ）
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 問８－２．（問８で「２」を選んだ方のみ） 

実際の子どもの人数が、理想の人数より少なかった理由は何ですか。あてはま

るものを３つ以内で〇をつけてください。   

１．子育てにお金がかかり過ぎるから。 

２．教育にお金がかかり過ぎるから。 

３．子育てと仕事の両立が難しいから。 

４．育児の心理的、肉体的負担が大きいから。 

５．配偶者の理解や育児・家事への協力が足りないから。 

６．親の協力が得られないから。 

７．配偶者が望まないから。 

８．初婚年齢が遅かったから。 

９．子どもが大きくなる頃の社会環境が不安だから 

10．その他（具体的に：                       ）

 

 問８－２－１．（問８－２で「１」を選んだ方のみ） 

   子育てにかかる金銭的負担感が一番大きいと思われるのはどれですか。あては

まるものに１つだけ〇をつけてください。 

１．未就学時   ２．小学校   ３．中学校   ４．高等学校 

５．専門学校・大学等 

７．その他（具体的に：                       ）

 

 問８－２－２．（問８－２で「２」を選んだ方のみ） 

   教育にかかる金銭的負担感が一番大きいと思われるのはどれですか。あてはま

るものに１つだけ〇をつけてください。 

１．未就学時   ２．小学校   ３．中学校   ４．高等学校 

５．専門学校・大学等 

７．その他（具体的に：                       ）

 

問９．子育てをするにあたり、世帯年収は最低限どの程度必要と思われますか。あて

はまるものに１つだけ〇をつけてください。 

１．250 万円以上～300 万円未満 

２．300 万円以上～350 万円未満 

３．350 万円以上～400 万円未満 

４．400 万円以上～450 万円未満 

５．450 万円以上～500 万円未満 

６．500 万円以上 

７．わからない。 
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問 10．佐渡市の子育て支援策で、知っているもの及び評価しているもの全てに〇を

付けてください。 

子育て支援策 知っている 評価している

１．島外特定不妊治療の支援 ※1   

２．妊婦健康診査の無料化   

３．子どもの医療費の助成   

４．子どものインフルエンザ予防接種の助成   

５．保育料２人目の無料化   

６．子育てエンジョイカード   

７．就学援助制度（小・中学生が対象）※2   

８．奨学金制度（高校～大学生対象）   

９．保育園の延長保育   

10．子育て支援センター   

11．児童館・学童保育（児童クラブ）   

12．ファミリーサポートセンター   

13．子ども若者相談センター   

14．その他（具体的に） 

 

※1 体外受精、顕微授精による治療に対して、治療費等に助成を行う制度です。 

 ※2 経済的理由で義務教育を受けることが難しい世帯に、学用品費等を援助する制度です。 

 

問 11．子育てと仕事を両立させるために、特に必要なことは何だと思いますか。あ

てはまるものに３つ以内で〇をつけてください。 

１．妊娠中や育児期間中の勤務の軽減 

２．育児休業や育児時間制度の充実 

３．休業後の円滑な職場復帰のためのシステム 

４．保育時間の延長（具体的に：   時まで） 

５．児童館・学童保育（児童クラブ）時間の延長（具体的に：   時まで） 

６．休日に子供を預かってもらえる施設 

７．病児保育の実施 

８．病後児保育の実施 

９．配偶者の理解や育児・家事の分担 

10．配偶者以外の家族の協力 

11．近隣の人たちの協力 

12．その他（具体的に：                        ）
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問 12．佐渡市の合計特殊出生率（一人の女性が生涯に産む子どもの人数）は、他地

域と比べ非常に高く（※3）なっています。佐渡市は、子育てに向いている場所だ

と思いますか。あてはまるものに〇をつけてください。 

   ※3 平成 24 年 全国平均 1.41 人、新潟県平均 1.43 人、佐渡市 1.93 人 

１．向いている。   ２．向いていない。   ３．わからない 

 

問 13．（問 12 で「１」を選んだ方のみ） 

 佐渡市が子育てに向いていると思った理由は何ですか。あてはまるもの全てに〇を

つけてください。 

１．子育てに親の協力が得られるから。 

２．地域の協力が得られるから。 

３．待機児童問題がない（少ない）から。 

４．豊かな自然の中で、のびのび育てられる環境だから。 

５．子育てと仕事の両立に理解がある職場が多いから。 

６．共働きが多く世帯の収入が多いから。 

７．子どもの医療費助成や保育料の軽減など経済的支援があるから。 

８．その他（具体的に：                        ）

 

 

その他、子育てについてご意見などがありましたらお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 


